
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年６月７日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究では，触り心地の新しい評価手法として，オノマトペ（擬
音語，擬態語，擬情語）を用いた新しい理論を提案し，この手法を「触相図」として提示
した．触覚オノマトペの分布には，3 つの軸があり，乾湿感，硬軟感，滑さと粗さ感を見
出し，音韻論の観点から同図を分析した．最初の母音と子音は，触感覚イメーシと強く関
連していることか確認できた． 

 
研究成果の概要（英文）：I have proposed a novel theory using onomatopoeias in the field 
of tactile texture design. I called this theory as "Texture Phase Diagram." In the 
distribution of haptic onomatopoeias, I found three principle axes, dryness-wetness, 
softness-hardness, and smoothness-roughness. I analyzed the diagram from the view 
of phonology, and found that first vowel and first consonant of the onomatopoeias 
played crucial roles in the trends of the distribution. 
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１．研究開始当初の背景 

視覚・聴覚においては，感覚特性に合わせて
効果的に「色」や「音」を配置するデザイン
理論が提案されている．例えば，視覚におけ
る色相環を利用したカラーデザイン理論，聴
覚における音相を利用した音楽作曲理論（バ
ークリーメソッド）は，実際のデザインや制
作の現場で使用されている．これらの理論は，
各感覚における人間の知覚特性に基づいて
構築されてきた．触覚においても，近年その

デザイン分野への応用が試みられている．布
や金属等専門分野においては，ある程度の指
標が経験的に確立されつつあるものの，統一
的な原理はこれまで殆ど提案されていない． 
 

２．研究の目的 

新たなインタフェースのプロトタイプを実
現し，出版，展示等でフィードバックを蓄積
し，ソーシャルキャピタルとしての可能性を
高めたデザイン理論の確立． 
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３．研究の方法 

音楽理論に倣い，環境に無限に存在する物理
的な触覚テクスチャによって，なんらかのデ
ザイン原理を構築するには，そのまま物理的
なテクスチャ情報を扱うのではなく，音楽の
コードに対応するものを発見し，その関係性
を論じる必要があると考えられる．このとき，
日本語にはオノマトペという，言語の歴史に
保証された音韻と感覚イメージの関係性が
存在しており，本研究ではそれを触感覚にお
けるひとつの「コード」として考え，それを
もとにコード進行にあたる構成を実現でき
ないかと考える． 
 
(1) 触相図の作成手順 
本手法は，はじめに，日本語の触覚に関する
オノマトペを集め，それらの物理特性の主観
評価を行う.続いてその主観評価結果に対し
て主成分分析を行い，2次元上にオノマトペ
の分布図を作成した.以下，その詳細を記す. 
 
(2) 触覚オノマトペの選定 
触覚のオノマトペは「擬音語・擬態語 4500
日本語オノマトペ辞典」及び，全てのひらが
なの組み合わせ表を作成し，主になぞる動作
において生じる触感覚を表し，日常的に使用
する語という基準で選定した.なお，選定に
あたっては，2モーラの繰り返し型のオノマ
トペのみ対象とした.モーラとは発音時の拍
数のことであり，“ぬるぬる”は 2モーラが 2
回繰り返されたもので，合計 4モーラとなる
単語である.同じようなオノマトペでも“ぬ
ーるぬる”は 5モーラであり，“ぬるぬめ”
は 4モーラではあるが 2モーラの繰り返しで
はないため，今回の選定基準では対象としな
かった.今回は特に，音韻論的分析を行うた
めにも，拍数・繰り返し数が全て同一のオノ
マトペを選定した.以下に選定したオノマト
ペを記す.かさかさ，がさがさ，くにゃくに
ゃ，ぐにゃぐにゃ，くにょくにょ，けばけば，
こちこち，ごつごつ，こりこり，ごりごり，
ごわごわ，さらさら，ざらざら，じゃりじゃ
り，しょりしょり，じょりじょり，しわしわ，
すベすベ，ちくちく，つ つ ，つるつる，
とげとげ，とろとろ，にゅるにゅる，ぬめぬ
め，ぬるぬる，ねちゃねちゃ，ねちょねちょ，
ねばねば，ふかふか，ふさふさ，ぷちぷち，
ぷつぷつ，ふにゃふにゃ，ぷにゅぷにゅ，ぷ
にぷに，ぷるぷる，ベたベた，ベちゃべちゃ，
べとべと，もこもこ，もちもち(42 語). 
 
(3) 触覚オノマトペの主観評価 
選定したオノマトペに対し，大きさ，摩擦係
数，粘性という 3つの触覚に関する評価軸を
設定し，それらに対して主観的な 5段階評価
を行った.オノマトペの主観的な大きさとは，

摩擦係数よりも大きなスケールで表面の凹
凸を示す指標とし，“ごつごつ”や“ごりご
り”が高い値を示した.摩擦係数は，テクス
チャ表面上の細かさのイメージを持つもの
で，“ざらざら”や“じょりじょり”が高い
値を示した.粘性とは，テクスチャを押した
ときの粘性の強さをイメージしたもので，
“ぐにゃぐにゃ”や“ねばねば”が高い値を
示した.被験者は 20 代男女 10 名ずつの合計
20 名であった.あらかじめ用意した紙，布，
ゴム，樹脂，皮等合計 16 種類の素材に触れ
て触感覚を数値に置き換える基準作りの過
程を設け，その後にオノマトペの主観評価を
行った.次にそれぞれの主観的評価値を平均
し，各オノマトペの大きさ，摩擦係数，粘性
の値を用いて主成分分析を行った. 
 
(4) 触覚オノマトペの分布図 
主成分分析の結果，第一主成分，第二主成分
をそれぞれ x軸・y 軸に対応させて，オノマ
トペの分布を示したものを図 1に示す.なお，
丸い点が実際のオノマトペの分布位置であ
る. 
 
図 1主成分分析によるオノマトペの分布図 

 
 
(5) 触対象の配置 
 最後に，このオノマトペの分布図の中に，
複数の触対象を配置し，触り心地の主観イメ
ージの関係性を表した図を作成する.使用す
る触対象の種類・数は，触相図作成の目的に
よって変化する.なお，今回の実験は 20 代の
男女を被験者として行ったが，男女ごとにオ
ノマトペ分布図を作成して比較したところ
“ごわごわ”や“もちもち”や“つるつる”
の位置が中では目立って異なっていた.しか
しながら，いずれも同一象限内の変化にとど
まっており触感覚のイメージが大きく異な
っているとはいえなかった.その他のオノマ
トペはほぼ同一の位置関係に位置している
ことから，触覚オノマトペに対する主観的イ
メージは 20 代の男女間で基本的には同質と
いえる. 
 



 

 

 (6) 触相図の材質・物理特性による分析 
それぞれのオノマトペに対して,そこから想
起される素材を割り当てると,図 2のように
素材ごとにまとまって分布していることが
観察される.それぞれの代表的なオノマトペ
を挙げると,ゴム系:“ぐにゃぐにゃ”,皮
系:“しわしわ”,砂系:“じゃりじゃり”,岩
系:“ごつごつ”,布系:“ち くちく”,樹脂
系:“こちこち”,紙系:“すべすべ”と考え
られる(ただし,対応付けは筆者の主観).こ
のような図を利用すると,この触相図を用い
て「もっと布っぽい」,「紙でももう少しさ
らさら」といったような触相図中の素材と 
オノマトペの位置関係から,触覚に関するひ
とつの素材選定を行う指標を提示すること
が可能となる. 
分布図におけるオノマトペの位置関係に注
目すると,原 点を中心に“じゃりじゃり”や
“じょりじょり”などの摩擦係 数が高い語
と“つるつる”や“すべすべ”などの摩擦係
数が低い語が,対称関係に位置している.ま
た他にも“こちこち”や“こりこり”に対し
て“ぐにゃぐにゃ”や“ねちょねちょ” と
いう硬さが対立している語と,“がさがさ”
や“かさかさ”に対して“ぬるぬる”や“に
ゅるにゅる”という乾湿が対立している語が
対称に位置している(ただし,対応付けは筆
者の主観).これらのことは,オノマトペの分
布図は,原点を中心とした摩擦係数軸,硬さ
軸,湿り気軸が存在していることを示唆して
いる.その軸を加筆したものを図 3に示す.こ
の結果は,触対象の感性評価を行った,白土
らの結果(粗さ感,冷温感,乾湿感,硬軟感)
や,softness-hardness,roughness-smoothne
ss の 2 つが素材認識に重要な因子だとした
HollinsらTiestらの結果とも一致する(本研
究では温度を連想可能なオノマトペが限ら
れていたために冷温感は対象として扱って
いない).触覚のオノマトペを対象とした本
研究のアプローチでも,実際の触対象を使用
した実験と同じ傾向が得られたことは,本手
法の妥当性を支持するものだと考えられる. 
 
図 2オノマトペ図の分布図とそこから想起される

素材 

 

 
図 3オノマトペの分布図と因子軸 

 
 
(7) 触相図の音韻論による分析 
言葉の響きが近いオノマトペは,触相図のな
かでも近くに分布している.ここでは,その
分布を言語の音の構造や体系を記述する分
野である音韻論的視点から分析し,触覚オノ
マトペと触感覚の関連性を考察する.分析に
あたっては,オノマトペは繰り返しがあるた
め,はじめの 2モーラを対象とする.この 2モ
ーラは第一子音,第一母音,第二子音,第二母
音という 4つの音素で構成されている(触覚 
に関するオノマトペに母音で始まる語は含
まれていない).具体的に“ざらざら”という
単語においては第一子音:“z”,第一母
音:“a”,第二子音:“r”,第二母音:“a”
と表わされる.ただし,“くにゃくにゃ”等に
みられる“ny”は表記としては 2音素に見え
るが 1つの音素として扱う. 
 
(8) 子音の触感覚イメーシに与える影響 
触相図のなかの第一子音の分布を示す.第一
子音は触感覚イメーシと強く関連している
ことか確認出来る(“ky”や“sy”などの音
素は“k”や“s”などと位置が非常に近くな
ることから,図の見易さのために同一の記号
でプロット).第一子音が“n”と“b”の語は,
図 2,3 より,ゴム系で柔らかく湿った位置に
分布しており,その触感覚イメーシを引き起
こす音素だといえる.“z”や“g”の語もま
とまって岩系・砂系で,乾燥して摩擦係数が
高い位置に分布している.これらの例に顕著
にあるように,第一子音の響きは触感覚イメ
ージと深い関わりがあると考えられる. 
同様の分布図を第二子音にも作成すること
で,第二子音が“ny”や“ty”の語がゴム系
で柔らかく湿った位置に分布していること
もわかったが,他の第二子音がオノマトペの
分布図に影響を与えている様子は見当たら
なかった. 
また,オノマトペで,第一子音が清音か濁音
かが異なるものは“さらさら”・ざらざ
ら ” ,“しょりしょり”・“じょりじょ



 

 

り”,“こりこり”・“ごりごり”,“かさか
さ”・“がさがさ”,“くにゃくにゃ”・“ぐに
ゃぐにゃ”の 5 組である.いずれも濁音化す
ることによってx軸方向にマイナス,y軸方向
にプラスに移動し,図 3 と照らし合わせると
摩擦係数が高くなる方向へ変化している.濁
音化という音声現象は発声に声帯の振動が
加わることであり,この振動が実際にテクス
チャを触った際の摩擦イメージと対応して
いると捉えることも出来る. 
 
４．研究成果 
本研究では，オノマトペを利用した触相図を
作成し，触感覚イメーシと言葉の響きの関係
を，音韻論的に分析することで言葉の響きが
触感覚に与える影響について考察を行った．
その結果，言葉の響きの違いがオノマトヘの
分布位置に影響を与えることを確認出来た．
今後実際の触対象を提示する原理として利
用していくことを考えている． 
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